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１．はじめに  

「子育て日本一」を標榜する本市において、子育て中の家族が市内で積極的に活

動できるような支援策の研究を通して、地域全体で安心して子どもを生み、育てる

ための環境づくりや意識の啓発、発信情報の向上を図ろうとするものです。  

赤ちゃんのいる家族は、外出時に授乳やオムツ替えの心配をしながら出かけなけ

ればならないため、出先での授乳やオムツ替えを面倒に感じて短時間で外出したり、

外出そのものを控えたりしていることが想像できます。  

   こうした状況下、郊外型の大型ショッピングモールでは、授乳専用スペースやオ

ムツ替えの台を備えたトイレなど、より広範囲の集客を図るための設備が標準的に

備えられるようになってきました。一方、比較的小規模な店舗が多い本市において

は、小売店などがどの程度こうした設備を導入しているか訪れる一般客に見えづら

く、ますますこうした世代の客足を遠ざけているものと考えられます。 

そこで、本研究では、乳幼児を抱える保護者を支援する取り組みの一環として、

市役所など公共施設をはじめ、市内の小売店や大型商業施設、レジャー施設といっ

た民間施設を含む各種施設のうち、授乳やオムツ替えのスペース・機能を持った施

設（子育てバリアフリー施設）に関する情報マップの作成や、こうした施設を「赤

ちゃんの駅」として認証する制度について、子育て世代のニーズや商店街等の実態

や意向を把握する中で、その有用性の調査研究を行いました。  
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２．アンケートの実施  

 

子育てしやすいまちづくりに関するアンケート【外出編】 

実施概要 

 

対  象  桐生市在住の乳幼児を持つ親（主に０歳～２歳未満） 

 

実施期間  平成２１年１０月２６日（月）～１１月３０日（月） 

 

実施場所  ◆７か月児健康診査 

      【桐生市保健福祉会館：11/18】 

      【新里町保健文化センター：11/5】 

      【黒保根町保健センター：10/26】 

 

◆１歳６か月児健康診査 

      【桐生市保健福祉会館：11/9、11/30】 

      【新里町保健文化センター：10/27】 

      【黒保根町保健センター：10/26】 

 

      ◆桐生市子育て支援センター 

      【保健福祉会館３階：1０/２６～1１/３０】 

 

回収枚数  ３０３枚 

 

（参考） 

対象年齢 総数 男 女 

０歳 814 412 402 

１歳 855 462 393 

合計 1,669 874 795 

回答数 303 
 

 18.15% 
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子育てしやすいまちづくりに関するアンケート【外出編】 

集計結果 

 

 

 以下の質問において、当てはまるものに○をおつけください。 

質問１．あなたの性別は？ 

 回答数 構成比 

１．女性 289 95.4% 

２．男性 14 4.6% 

計 303 100.0% 

 

 

健診会場で実施したため、会場には母子が 

多く、必然的に女性が多くなった。 

 

 

 

 

 

 

質問２．桐生市は子育てしやすいまちだと思いますか？ 

 回答数 構成比 

１．はい 214 79.5% 

２．いいえ 52 17.2% 

無回答 10 3.3% 

計 303  

 

８割近い方が「はい」と回答したことから 

本市に対して比較的好意的に感じているこ 

とが推察される。 

 

 

 

 

 

 

質問３．桐生市は子どもを連れて外出しやすいまちだと思いますか？ 

 回答数 構成比 

１．はい 178 58.7% 

２．いいえ 113 37.3% 

無回答 12 4.0% 

計 303  

 

子育てしやすいと回答した人が８割いたのに 

対し、外出しやすいと答えた人が２割以上も 

尐ないのは自然環境などに恵まれている本市 

だが外出環境は整っていないことが推察され 

る。 

 

あなたの性別は？ 男性
 4.6%

女性
 95.4%

桐生市は子育て
しやすいまち？

無回答
3.3%

いいえ
 17.2%

はい
 79.5%

桐生市は子どもを連れて
外出しやすいまち？

無回答
4.0%

いいえ
37.3%

はい
 58.7%
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質問４．子どもを連れて外出する際に困ることは何ですか？           

※複数回答可 

 回答数 構成比 

１．授乳スペースがすぐに見つからない 94 14.0% 

２．オムツ替えスペースがすぐに見つからない 127 18.9% 

３．小さな子どもとの食事に配慮された場所が

ない 
109 16.2% 

４．気分転換に子どもを遊ばせる場所がない 100 14.9% 

５．歩道の段差など、ベビーカーなどで安心し

て外出できない 
83 12.4% 

６．子どもが犯罪の被害にあわないか心配であ  

  る 
76 11.3% 

７．周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る 8 1.2% 

８．特に困ること、困ったことはない 33 4.9% 

９．その他 42 6.3% 

計 672 100.0% 

 

0 20 40 60 80 100 120 140

１．授乳スペースが

すぐに見つからない

２．オムツ替えスペースが

すぐに見つからない

３．小さな子どもとの食事に

配慮された場所がない

４．気分転換に子どもを

遊ばせる場所がない

５．歩道の段差など、ベビーカーなどで

安心して外出できない

６．子どもが犯罪の被害に

あわないか心配である

７．周囲の人が子ども連れを

迷惑そうに見る

８．特に困ること、困ったことはない

９．その他

 

この回答からは、「困ったことはない」と答えた人が５％しかないことから、小さな子

どもを連れて外出する際、何らかの不満、不都合を感じている人が多いということがわ

かる。 

以下の質問への回答や自由記入欄への記載事項と合わせて、こうした日常の困り事など

への対応に、子育てしやすいまちを実現するための施策づくりのヒントが隠されている

ように思う。 
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質問５．子どもを連れて外出しやすいまちを実現するには、何が必要だと思いますか？ 

※複数回答可 

 回答数 構成比 

１．子ども連れ優先スペースの設置（例：飲食

店での子連れ席 など） 
179 23.4% 

２．子ども連れ優先運動の実施（例：商店の 

レジ、電車、バス乗り場 など） 
67 8.8% 

３．子育て支援情報の提供（例：子ども連れに

優しい施設マップ など） 
129 16.9% 

４．外出支援サービスの充実 

（例：授乳･オムツ替えのための休憩スペース  

の設置など） 

182 23.8% 

５．子ども連れを対象とした割引サービスの 

充実 
122 15.9% 

６．外出先での子ども一時預かりサービスの 

充実 
57 7.5% 

７．その他 29 3.8% 

計 765 100.0% 

 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

１．子ども連れ優先スペースの設置
（例：飲食店での子連れ席など）

２．子ども連れ優先運動の実施

（例：商店のレジ、電車、バス乗り場など）

３．子育て支援情報の提供
（例：子ども連れに優しい施設マップなど）

４．外出支援サービスの充実
（例：授乳･オムツ替えのための休憩スペースの設置など）

５．子ども連れを対象とした割引サービスの充実

６．外出先での子ども一時預かりサービスの充実

７．その他

 

この回答からは、あれば便利だと感じるサービスの内容にバラツキはあるものの、子連

れを優先してもらえるサービスの提供を望んでいる人が多くいることが窺える。 

こうしたことから、今後は子育て世代の声や望むサービス等をこまめに吸い上げること

が出来るシステムの構築とともに、収集したニーズに対して、民間事業者等との連携に

よる情報提供サービスが有効であると考えられる。 
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子育てしやすいまちづくりに関するアンケート【外出編】自由記入欄 

１．遊び場について（40件） 

 公園がない。（もしくは数が少ない。）…13件 

 遊具等のある公園がない（もしくは少ない）…8件 

 近くに公園がない…2件 

 小さい子どもが遊べる公園・遊具がない…2件 

 広い・大きい公園があると良い…2件 

 その他…13件 

 遊具の充実した子どもの遊ぶ場所が少ない。 

 のびのびと遊べる場所がない。 

 外で遊べる場所が少ない。 

 今ある公園は道路沿いで危険。 

 場所はあるのにガラスなど危険なものもある。 

 団地の公園が整備されてない。 

 公園などのトイレをキレイにして欲しい。 

 新川公園にすべり台が欲しい。 

 公園のトイレが仮設トイレだと困る。 

 安全な遊具が充実した公園が欲しい。 

 外出先で遊ばせられるような公園が欲しい。 

 子どもが公園などにあまりいない。遊び相手が見つからない。 

 保健福祉会館で外遊びができるといい。 

２．授乳・オムツ替えの場所や設備等について（9件） 

 授乳スペースが汚い。 

 授乳場所が少ない。 

 店以外の授乳場所が見つからない。 

 遊園地のオムツ替えが１ヶ所しかない。 

 
幼児連れ向きの公衆トイレが少ない。待たせておくスペースがない。オムツがえズボンの着脱スペー

スがない。 

 トイレに子どもと入れるようなところが少ない。 

 トイレが汚い。 

 ベビーカーを設置してほしい。 

 スーパーに幼児向けのベビーカーが置いてあるところが少ない。 

３．交通等について（7件） 

 車がないと交通手段が少ない。 

 自転車や自動車のマナーが悪く交通事故が心配。車がないと移動しにくい。 

 東地区に歩道が少ない。 

 歩道がガタガタだったり狭すぎて危ない。 

 子ども連れ優先駐車場がほしい。 

 駐車場がせまい。 

 無料の駐車場がない。 

４．外食について（6件） 

 外食や買物する際、子供用の便器があると良い。 

 アレルギー表示がない飲食店で食事がしづらい。 

 食事中に分煙できないところがある。 

 ファミリー向けの飲食店を探すのが大変。 

 アレルギーがあるので店選びに困る。 
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 子ども連れで食事しやすい場所が欲しい。 

５．情報提供等について（5件） 

 情報交換の場がない。 

 医療マップあるけど雑過ぎて辿り着けない。 

 施設マップ等は事前に配布してほしい。 

 イベント開催の情報が伝わって来ない。 

 子連れで楽しめる情報やマップのある携帯サイトを作って欲しい。 

６．外出について（3件） 

 外出しやすい場所がない。散歩する場所がない。 

 外出する場所がない。 

 あまり外出しない。 

７．その他（9件） 

 千葉より住み易い。 

 
土日開いている支援センターは他にもなくとても良い事だと思います。うちは土日に父親が仕事なの

で、行く場所に困っていたので 

 子ども連れに親切。保育園が多いのも桐生のよいところ。 

 児童施設が必要。 

 子連れ割引サービスが利用できる店を増やして欲しい。 

 通学路でタバコを吸っている中学生がいて怖い。 

 幼稚園入園を考えたが費用が高い。補助金ほしい。 

 保育園の預かり保育の料金を見直して欲しい。 

 経済的環境が悪いためイメージダウン。 
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３．市有施設の調査  

 

 別添資料２のとおり  

 

 

４．マップ(※)の作成（作成上の留意点） 

 

 今回、研究活動の一環として実施したアンケート結果から、安心かつ気軽に利用でき

る「授乳やオムツ替え」が出来るスペースについて、子育て世代が「あれば便利」と感

じていること、また、その情報提供を求めていることなどがわかったため、そうしたス

ペースを提供する施設のマップを作成することにした。 

マップの作成にあたっては、「赤ちゃんの駅」を知らないママやパパでも、表紙を見

れば、そこがどのようなサービスが受けられる場所であるのかわかるようにしたこと、

また、中を見れば、どこにどんな設備やサービスが用意され、どこに問い合わせをすれ

ばいいのかといったことがわかりやすく情報提供できるよう留意した。 

 また、マップの利用場面を多くが外出先であろうと想定し、コンパクトに折りたたん

で持ち運べるよう、Ａ３用紙１枚を６枚折りにする形式を採用し、カバンの中に入るよ

うにするなどの利用者目線での工夫を施した。 

 なお、マップ自体は、紙媒体であることから情報量に制約があるので、最低限の情報

をわかりやすく記載するように努めた。 

その結果、利用者が自分のいる場所の近くの「赤ちゃんの駅」が目で見てわかるよう

にマップに利用できる施設の番号を記載し、その施設番号から一覧表で施設の情報（施

設名、問い合わせ先、利用できるサービス等）を検索できるような形式にした。 

 

 

今回の研究活動では、時間や事業費、またあくまでも職員の自主研究活動の範囲であ

るという条件的な制約がある中での取り組みだったこともあり、紙媒体での成果品とい

う形となったが、現実的には先述したとおり、提供できる情報量に限界があり、その点

に多くの課題を残した感がある。 

そこで、今後の提案として、是非とも市からの携帯端末用の発信情報に、「赤ちゃん

の駅」情報をはじめとした“子育て情報”を加えていただけることを強く要望するもの

である。 

 

 

 また、今回のテーマとは直接の関わりはないが、マップ作成に際して気づいた点とし

て、市職員が自由に扱える市域全体（みどり市域含む）の地図データが無いことを指摘

したい。今後、我々市職員が様々な場面、例えばＨＰ上のアクセス図や各種パンフレッ

トの案内図、国・県への提出書類などを電子データで作成する際に、市に版権が属し、

職員が自由に扱える地図画像データ（道路、鉄道等の各種情報が掲載されたもの）を持

ち、その全部又は一部の情報を必要に応じて抽出して資料作成できる環境が整うことは、

確実に事務効率の向上に繋がるものと考える。  

 

 ※別添資料３のとおり  
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５．むすび  

～活動を終えて～  

 今回の研究活動において、『PAPA Loves MAMA and BABYS』というグループ名のと

おり、父親側からの子育て支援策を講ずるという課題でメンバー５人が臨むことになっ

た。新米パパやパパ予備軍の構成員たちで、はたしてどのような成果を生むことができ

るのか当初は不安がよぎる思いも尐なからずあったが、実際に自分たちが育児というも

のに関わっていくなかで、あるいは将来、関わろうとしていくなかで、尐しずつ「こん

なのがあればいいな。」という何気ない思いや考えが、次第に外出中におむつ替えや授

乳できるスペースに気軽に立ち寄れる「（仮称）赤ちゃんの駅」設置活動という具体的

な研究に結びつくことになったのである。この研究活動に取り組んでいくなかで、公共

施設や民間事業所への実態調査、また、子育て世代へのアンケート調査などを通して、

我々がこの試みの有用性の高さを認識し実感できたことは喜ばしい結果である。  

 

～子育てしやすいまちへの思い～  

 「子どもによい住環境のまちに住みたい。移りたい。」と考えている保護者世帯は多

いであろう。全国的にみても多くの自治体は、子育て支援事業という施策に様々な取り

組みを実施している。本市においても子育て支援事業として、「次世代育成支援行動計

画」に基づき、子育て支援、保育、医療、保健、教育、尐子化対策など広範囲にわたり

実施をしている。そのなかで、我々の研究活動と時期を同じくして「（仮称）赤ちゃん

の駅」設置事業が、県内初として平成２２年度から新規に開始されることとなった。桐

生市・みどり市が共同して取り組んでいく事業でもある。健気なパパ及びプレパパたち

の小さな思いが大きく飛躍し、実現しようとしていることを思うと感慨深いものである。  

 昨今、バリアフリーという言葉が、様々な分野で使用され、浸透している世の中であ

るが、子育てというものに対して、「バリアフリーなまち」という言葉を当てはめてみ

ると、何が思いつくであろうか。総括するならば、こんな風にもいえるのではなかろう

か。それは、まちや地域全体が子どもに対して理解があり、安心して子どもを産み、育

て、遊ばせられる環境づくりや子育てに関する情報発信が充実しているまち、と。今回

の活動の中では、特に乳幼児を抱える保護者に意向調査を試みたが、アンケート結果を

分析していくなかで、自由記入欄に書いてあった事例でも、「公園などの遊び場がな

い」、「授乳・おむつ替えの場所が尐ない」、「安心して利用できるお店・場所が見つ

からない」などの意見が如実に伺えた。「子育て日本一」を標榜している本市において

は、それらの補完を実現していけるにはまだ何年かかるのか分からないが、一歩ずつ確

実に近づいていることは間違いないと言えるのではないか。いつの日か、子どもを育て

るのに移り住みたいまちの上位にランクされるようなまちにしていきたいという思いは

募るばかりである。  

最後に、報告書のむすびとして、この研究活動にご協力いただいた子育て支援課の皆

様、桐生・新里・黒保根の保健師及び担当職員の皆様、また、アンケートに回答をして

いただいた子育て世代の保護者の皆様に、我々グループ一同、感謝の意を表したいと思

います。ありがとうございました。  
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【資料編】 
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（資料１） 

 

 

子育てしやすいまちづくりに関するアンケート【外出編】 

 

 

平成２１年度桐生市職員自主研究グループ 

「PAPA loves MAMA and BABYS」 

 

 

 以下の質問において、当てはまるものに○をおつけください。 

質問１．あなたの性別は？ 

１．女性       ２．男性 

 

質問２．桐生市は子育てしやすいまちだと思いますか？ 

１．はい       ２．いいえ 

 

質問３．桐生市は子どもを連れて外出しやすいまちだと思いますか？ 

１．はい       ２．いいえ 

 

質問４．子どもを連れて外出する際に困ることは何ですか？ 

※複数回答可 

    １．授乳スペースがすぐに見つからない 

    ２．オムツ替えスペースがすぐに見つからない 

    ３．小さな子どもとの食事に配慮された場所がない 

    ４．気分転換に子どもを遊ばせる場所がない 

    ５．歩道の段差など、ベビーカーなどで安心して外出できない 

    ６．子どもが犯罪の被害にあわないか心配である 

    ７．周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る 

    ８．特に困ること、困ったことはない 

    ９．その他【                            】 

 

質問５．子どもを連れて外出しやすいまちを実現するには、何が必要だと思いますか？ 

※複数回答可 

    １．子ども連れ優先スペースの設置（例：飲食店での子連れ席 など） 

    ２．子ども連れ優先運動の実施（例：商店のレジ、電車、バス乗り場 など） 

    ３．子育て支援情報の提供（例：子ども連れに優しい施設マップ など） 

    ４．外出支援サービスの充実 

    （例：授乳･オムツ替えのための休憩スペースの設置など）  

    ５．子ども連れを対象とした割引サービスの充実 

    ６．外出先での子ども一時預かりサービスの充実 

    ７．その他 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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各部課長 様 

 

              平成２１年度桐生市職員自主研究グループ  

 

         各施設における子育てバリアフリー化に 

                 関する調査ついて（お願い） 

 

 現在、当グループでは、研究テーマを「子育て家族の活動支援」として、

子育て家族に優しいまちのあり方を研究しています。そこでこのたび、市庁

舎をはじめ各課所管施設における子育てバリアフリー化（授乳室やオムツ替

えコーナー等の設置）の状況について下記のとおり調査いたしたく、ご協力

をお願い申し上げます。 

 回答につきましては、調査票の項目に該当する設備を備えた施設について

のみ、部局でとりまとめのうえ、企画課Ｓまでメールにて提出をお願いいた

します。 

 また、あわせて、市内民間事業所（商店やレジャー施設等）で、授乳室や

オムツ替えコーナー等を備えたところをご存知でしたら情報提供をお願いい

たします。 

 なお、本件調査結果については、子育て支援課で来年度実施予定の「赤ち

ゃんの駅」事業の設置候補地として、同課に情報提供したいと考えておりま

すので、遺漏のないようお取り計らい願います。 

 

                    記 

 

１ 報告期限  11月6日(金) 

２ 提出先   企画課総合推進係 大澤 

       （※企画課Sにメールでお願いします。内線525） 

３ その他   詳細は、添付ファイルをご参照ください。  

 

各施設における子育てバリアフリ

ー化に関する調査票 .xls 

種類 : application/vnd.ms-excel 

名前 : 各施設における子育てバリアフリー化

に関する調査票 .xls 

研究グループ概要 .doc 
種類 : application/octet-stream 

名前 : 研究グループ概要 .doc 

 

http://domino100.kiryu.local/db/board/bd_kiryu.nsf/8a224007dfe6b4f249256d0f000eff4a/b7e144b2408f780e49257657002f63fa/Body/M2/%E5%90%84%E6%96%BD%E8%A8%AD%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E5%AD%90%E8%82%B2%E3%81%A6%E3%83%90%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E5%8C%96%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A8.xls?OpenElement
http://domino100.kiryu.local/db/board/bd_kiryu.nsf/8a224007dfe6b4f249256d0f000eff4a/b7e144b2408f780e49257657002f63fa/Body/M2/%E5%90%84%E6%96%BD%E8%A8%AD%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E5%AD%90%E8%82%B2%E3%81%A6%E3%83%90%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E5%8C%96%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A8.xls?OpenElement
http://domino100.kiryu.local/db/board/bd_kiryu.nsf/8a224007dfe6b4f249256d0f000eff4a/b7e144b2408f780e49257657002f63fa/Body/M3/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%97%E6%A6%82%E8%A6%81.doc?OpenElement
http://domino100.kiryu.local/db/board/bd_kiryu.nsf/8a224007dfe6b4f249256d0f000eff4a/b7e144b2408f780e49257657002f63fa/Body/M3/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%97%E6%A6%82%E8%A6%81.doc?OpenElement
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